
申＝申し込み　問＝問い合わせ

申
９
月
30
日
㈮
ま
で
に
郵
送
で
。

自
作
の
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
（
短

冊
・
色
紙
・
条
幅
を
記
入
）
と
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
、〈
短
歌
〉
〒

３
７
９
―
２
１
３
１
西
善
町
１
０

９
６
―
１
・
柳
井
喜
一
郎
さ
ん

〈
俳
句
〉
〒
３
７
１
―
０
８
５
２

総
社
町
総
社
３
１
２
１
―
７
・
今

井
妙
さ
ん
〈
川
柳
〉
〒
３
７
９
―

２
１
４
３
新
堀
町
64
―
２
・
田
中

寿
々
夢
さ
ん
へ

搬
入
＝
11
月
３
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
に
会
場
へ
直
接

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
―
５
８

５
６
へ

□
発
明
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
発
明
品

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
10
月
〜
来
年
９
月
の
日
曜

（
月
２
回
）、
午
後
１
時
〜
３
時

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
小
３

〜
中
２
、
20
人
（
抽
選
）。
９
月

22
日
㈭
午
後
１
時
に
公
開
抽
選

費
用
＝
材
料
費

申
９
月
21
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
学

校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
３
７
１
―
０
０
１
３
西
片

　

夏
か
ら
秋
へ
と
移
り
変
わ
る
赤

城
山
を
楽
し
む
、
自
然
観
察
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
25
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

会
場
＝
赤
城
山
小
沼

対
象
＝
小
学
生
以
上
、
先
着
60
人

申
環
境
政
策
課
☎
８
９
８
―
６
２

９
２
へ

　

赤
城
南
麓
に
あ
る
県
内
最
古
の

民
家
・
阿
久
沢
家
住
宅
や
金
剛
寺
、

赤
城
寺
を
巡
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
30
日
㈮
午
後
１
時
20

分
、
文
化
財
保
護
課
（
三
俣
町
二

丁
目
）
集
合

対
象
＝
一
般
、
23
人
（
抽
選
）

申
９
月
12
日
㈪
ま
で
に
文
化
財
保

護
課
☎
２
３
１
―
９
８
７
５
へ

　

古つ

墳か

の
語
り
部
が
、
大
室
古
墳

群
を
解
説
し
な
が
ら
案
内
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
24
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
受
け
付
け
、
大
室
公
園

民
家
園
集
合

対
象
＝
一
般

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
文
化
財
保
護
課
☎
２
３
１
―
９

８
７
５
へ

　

市
民
登
山
を
開
催
し
ま
す
。
紅

葉
に
染
ま
る
上
高
地
で
ハ
イ
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
10
月
23
日
㈰
午
前
４
時
〜

午
後
７
時
、
市
民
プ
ー
ル
西
側
駐

車
場
集
合

コ
ー
ス
＝
上
高
地
（
長
野
県
松
本

市
）
①
大
正
池
②
明
神
池

対
象
＝
一
般
、
90
人
（
抽
選
）

費
用
＝
５
，
０
０
０
円

申
９
月
15
日
㈭
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。

コ
ー
ス
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
参
加
人
数
を
記
入
し
、
〒

３
７
０
―
０
８
６
１
高
崎
市
八
千

代
町
二
丁
目
17
―
５
マ
ン
シ
ョ
ン

須
藤
１
０
４・
市
民
登
山
事
務
局
・

毛
呂
さ
ん
へ

問
前
橋
山
岳
会
・
小
泉
さ
ん
☎
２

６
５
―
０
５
９
９
へ

　

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
講
演
会
を
開

催
。
群
馬
大
准
教
授
・
西
田
順
一

さ
ん
が
「
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
６
日
㈭
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分

会
場
＝
市
役
所
11
階
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
８
９
８
―
５
８

３
４
へ

　

新
実
験
棟
竣
工
を
記
念
し
て
、

理
化
学
研
究
所
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
渡
辺

恭
良
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
疲
労

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
21
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場
＝
工
科
大

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

申
９
月
20
日
㈫
ま
で
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３

７
１
―
０
８
１
６
上
佐
鳥
町
４
６

０
―
１
・
工
科
大
「
記
念
講
演
会

係
」（
☎
２
６
５
―
０
１
１
１
）
へ

ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
（chiken@
city.m

aebashi.gunm
a.jp

）
で

　

知
的
障
害
者
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
、
福
祉
の
輪
を
広
げ

る
た
め
福
祉
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

す
。
コ
ー
ス
は
市
役
所
か
ら
け
や

き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
（
文
京
町
二
丁

目
）
ま
で
。
こ
と
し
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、「
福
祉
制
度
の
充
実
は
、
豊

か
な
生
活
へ
の
道
し
る
べ
」で
す
。

□
出
発
式

日
時
＝
９
月
13
日
㈫
午
前
９
時
〜

９
時
30
分

会
場
＝
市
役
所
正
面
玄
関
前
（
雨

天
時
は
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
）

□
障
害
者
自
主
製
品
の
販
売
会

日
時
＝
９
月
13
日
㈫
午
前
10
時
15

分
〜
午
後
１
時

会
場
＝
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋

問
障
害
福
祉
課
☎
２
２
０
―
５
７

１
３
へ

□
八
木
節
の
つ
ど
い

日
時
＝
９
月
11
日
㈰
午
前
10
時

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

内
容
＝
八
木
節
愛
好
者
に
よ
る
発

表□
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
合
同
作
品

展日
時
＝
11
月
４
日
㈮
〜
６
日
㈰
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
６
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

費
用
＝
〈
短
歌
・
俳
句
〉
１
，
０

０
０
円
〈
川
柳
〉
５
０
０
円

貝
町
五
丁
目
７
・
児
童
文
化
セ
ン

タ
ー
「
発
明
ク
ラ
ブ
員
募
集
係
」

へ
　

11
月
１
日
㈫
は
計
量
記
念
日
。

こ
の
日
に
行
う
家
庭
用
は
か
り
の

検
査
補
助
や
計
量
普
及
イ
ベ
ン
ト

で
活
躍
す
る
、
一
日
計
量
士
と
一

日
計
量
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
１
日
㈫
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

対
象
＝
一
般
、
各
２
人
（
選
考
）

謝
礼
＝
８
，
０
０
０
円

申
９
月
22
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に

ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・
応

募
の
動
機
を
記
入
し
、
〒
３
７
１

―
０
８
５
３
総
社
町
二
丁
目
５
―

１
・
計
量
検
査
所
「
一
日
計
量
士

募
集
係
」（
☎
２
５
５
―
２
２
１
８
）

へ
　

市
保
健
所
で
働
く
、
精
神
保
健

福
祉
士
の
非
常
勤
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
＝
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格

を
持
つ
人
、
１
人
（
選
考
）

期
間
＝
11
月
１
日
㈫
〜
来
年
３
月

31
日
㈯
（
更
新
す
る
場
合
あ
り
）

条
件
＝
月
〜
金
曜
の
各
日
７
時
間

30
分
勤
務
。
通
勤
手
当
支
給

賃
金
＝
月
額
20
万
５
，
０
０
０
円

申
９
月
20
日
㈫
ま
で
に
健
康
増
進

課
☎
２
２
０
―
５
７
８
３
へ

□
６
万
円
＝
南
橘
中
・
鎌
倉
中

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
か
ら
。

□
４
万
５
，
２
１
１
円
＝
西
片

貝
町
地
域
作
り
福
祉
部
門
げ
ん

き
・
ク
ラ
ブ
・
西
片
貝
か
ら
。

□
３
万
１
，
０
８
３
円
＝
Ｈ
Ａ

Ｉ
Ｒ　
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
か
ら
。

□
３
万
８
，
１
３
５
円
＝
グ
リ

ー
ン
ヒ
ル
21
か
ら
。

□
３
万
５
，
０
０
０
円
＝
す
し

フ
レ
ン
ズ
か
ら
。

□
７
万
３
，
１
５
９
円
＝
富
士

見
町
米
野
上
中
組
八
坂
神
社
宵

祭
り
か
ら
。

□
55
万
６
，
８
８
０
円
＝
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
前
橋
支
部
か
ら
。

□
５
万
５
，
３
２
６
円
＝
お
お

ど
り
保
育
園
保
護
者
会
か
ら
。

□
10
万
円
＝
フ
ジ
ピ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
か
ら
。

□
10
万
円
＝
フ
ジ
ピ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
社
員
一
同
か
ら
。

□
１
万
４
，
８
１
３
円
＝
岩
神

町
二
丁
目
納
涼
祭
参
加
者
か
ら
。

○
…
以
上
11
件
は
東
日
本
大
震

災
発
生
に
伴
う
被
災
者
お
よ
び

避
難
者
の
支
援
の
た
め
に
。

□
５
，
０
０
０
円
＝
ひ
ま
わ
り

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
か
ら
社
会
福
祉

の
た
め
に
。

□
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
１
万

７
，
０
０
０
球
＝
農
林
中
央
金

庫
前
橋
支
店
か
ら
公
園
愛
護
会

へ
。

□
陶
器
製
皿
50
枚
、
焼
き
網
４

個
＝
若
宮
町
二
丁
目
・
健
康
を

育
て
る
会
群
馬
か
ら
第
四
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
。

初
秋
の
赤
城
を
楽
し
も
う

文
化
財
の
魅
力
に
触
れ
る
散
策

語
り
部
と
大
室
古
墳
群
を
巡
る

秋
を
見
つ
け
る
ハ
イ
キ
ン
グ

医
科
学
か
ら
考
え
る
ス
ポ
ー
ツ

疲
労
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぼ
う

福
祉
の
輪
を
広
げ
る
パ
レ
ー
ド

一
日
計
量
士
に
な
り
ま
せ
ん
か

保
健
所
で
非
常
勤
職
員
を
募
集

　脇田和展を開催します。ドイツに留学中の
習作から晩年の円熟した画域に至る画家・脇
田和さんの世界を紹介。身近なものにまなざ
しを注ぎ、80年にわたって描き続けた詩情
あふれる作品を、ぜひ、ご覧ください。
日時＝９月14日㈬～11月10日㈭、午前10時
～午後６時（月曜を除く、金曜は午後８時まで）
会場＝高崎市美術館（八島町）
入場料＝一般500円、高・大学生300円
問同館☎027-324-6125

脇田和の絵画世界
心の奥の静かな部屋

募　

集

　美術館の設計コンセプトの説明とパネルデ
ィスカッションを開催。美術館ができること
で地域が変わる可能性があるのかを３人のパ
ネラーと考えます。
日時＝９月10日㈯午後２時～４時
会場＝群馬会館（大手町二丁目）
対象＝一般、先着400人
パネラー＝建築家・水谷俊博さん、デザイナ
ー・西澤明洋さん、tecoLLC代表・立木祥一郎
さん
申当日会場へ直接
問文化国際課☎898-5825へ

　本紙最終ページで掲載
している「元気まえばし
ッ子」。このコーナーに掲載を希望する子
どもを募集します。
対象＝本市在住で平成21年12月２日～平
成22年４月１日生まれの男女、各24人（抽
選）
申10月３日㈪までに往復ハガキで（１人
１通）。住所・親子の氏名（ふりがな）・電
話番号・子どもの生年月日と性別・双子
の場合は双子と記入し、市役所市政発信
課「元気まえばしッ子係」（☎898-5847）へ

催　

し

市
民
芸
術
文
化
祭

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
│
２
５
４
８

元気な子どもの
写真を本紙に

発
行 

前
橋
市
役
所

〒
３
７
１

－

８
６
０
１　

前
橋
市
大
手
町
二
丁
目
12

－

１

編
集 

政
策
部
市
政
発
信
課　

毎
月
１
日
・
15
日
発
行

電　
　

話 

２
２
４

－

１
１
１
１

フ
ァ
ク
ス 

２
２
４

－

３
０
０
３

不要の広報紙は有価物集団回収（雑誌）に出すか紙リサイクル庫へ。

 気元

こぼれ話
編集

24

　岩神町一丁目では７月27日、岩神町一丁目公民
館でそうめん流し交流会を行いました。手作りの
竹どいに水が流れると、集まった子どもたちから
は大歓声が。青々とした竹は風情があり、夏の暑
さを和らげてくれます。みんな夢中で箸を伸ばし、
そうめん流しを満喫。貴重な体験で会話が弾み、
楽しい交流会となりました。

　７月23日、堤町ローズタウンでは夏祭りを開
催。堤町ローズタウン公園に地区の住民が集ま
り、子ども山車やビンゴゲームなど楽しい催しが
行われました。小学生以下を対象にしたスイカ割
りでは、振り下ろした棒がスイカに命中すると、
みんな拍手喝采。割ったスイカをみんなで食べな
がら、夏のひとときを楽しみました。

そ
う
め
ん
流
し
で
楽
し
く
交
流

暑
さ
吹
き
飛
ば
す
夏
祭
り

岩
神
町
一
丁
目

堤
町
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン

　

　見たい知りたい伝え隊
（15㌻）で絹をテーマに
取材。製糸業で栄えた頃
の様子を聞くことができ
ました。当時の姿が目に
浮かぶようないきいきと
した話。現在の本市の礎
となる物語に触れ、タイ
ムスリップしたような感
覚を味わいました。いつ
もの街の違った一面が見
え、郷土にさらに愛着が
沸きました。（山）

小田橋　春
はる

弥
や

ちゃん
２歳・堀越町

定村　優
ゆう

ちゃん
２歳・富士見町横室

林　勘
かん

太
た

ちゃん
２歳・朝日町四丁目

竹田　優
ゆ

心
な

子
こ

ちゃん
２歳・下大島町

長倉　晟
せ

生
な

ちゃん
２歳・三俣町三丁目

國峯　来
くる

未
み

ちゃん
２歳・下沖町

　

　向上心と仲間との絆を大切に
しながら、みんなで楽しく絵を
描いています。水彩画は誰でも
気軽に始められて、生活に彩り
をもたらしてくれますよ。

南橘水彩会
●第１・３金曜
●午後１時～３時30分
●南橘公民館　
●会員数19人
●代表者／櫻井昇さん
　☎232-6247

 気元

美術館ができる美術館ができる
～建築・デザイン・アート～建築・デザイン・アート

美術館
プレイベント

広報まえばし　平成23年９月１日号 14市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111115


